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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月17日(2013.1.17)

【公表番号】特表2005-504044(P2005-504044A)
【公表日】平成17年2月10日(2005.2.10)
【年通号数】公開・登録公報2005-006
【出願番号】特願2003-518606(P2003-518606)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年11月21日(2012.11.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効剤としてＨＥＲ３活性の阻害剤及び製薬学的に認容性の基材、希釈剤及び／又は佐
剤を含有する製薬組成物において、前記阻害剤のＨＥＲ３に対する結合がＨＥＲ３媒介シ
グナル伝達を減弱させ、前記阻害剤は、ハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ  ＡＣＣ  ２５２７
から産出した抗体１Ｂ４Ｃ３およびハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ  ＡＣＣ　２５１７から
産出した抗体２Ｄ１Ｄ１２、そのフラグメント、ならびにその組換え誘導体から選択され
た抗ＨＥＲ３抗体であり、シグナル伝達の前記減弱が、１Ｂ４Ｃ３により媒介された細胞
表面からのＨＥＲ３分子の少なくとも部分的な消失を生じるＨＥＲ３のダウンレギュレー
ションにより生じるか又はシグナル伝達の前記減弱が実質的に不活性形での２Ｄ１Ｄ１２
により媒介されたＨＥＲ３の安定化により生じる、前記組成物。
【請求項２】
　阻害剤がヒレグリンのＨＥＲ３への結合と拮抗しない、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記抗体がモノクローナル抗体又はそのフラグメントである、請求項１又は２に記載の
組成物。
【請求項４】
　前記抗体が組換え抗体又は抗体フラグメントである、請求項１から３までのいずれか１
項記載の組成物。
【請求項５】
　組換え抗体又は抗体フラグメントがキメラ化抗体、ヒト化抗体、単鎖抗体及びそのフラ
グメントから選択される、請求項１から４までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項６】
　前記抗体が標識付け基又はエフェクター基と結合されている、請求項１から５までのい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　診断適用のための請求項１から６までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　治療用適用のための請求項１から６までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載のＨＥＲ３活性の阻害剤の増殖過剰疾患、特
に腫瘍疾患の診断、予防又は治療用の薬剤の製造用の使用であって、その際、前記阻害剤
は、ハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ　ＡＣＣ　２５２７から産出した抗体１Ｂ４Ｃ３および
ハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ　ＡＣＣ　２５１７から産出した抗体２Ｄ１Ｄ１２、そのフ
ラグメント、ならびにその組換え誘導体から選択された抗ＨＥＲ３抗体である、前記使用
。
【請求項１０】
　乳癌、胃腸癌、膵臓癌、前立腺癌、神経膠腫、メラノーマ又は腫瘍転移生成の診断、予
防又は治療用の請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　前記疾患が、ＨＥＲ３燐酸化の増加と関連がある、請求項９または１０に記載の使用。
【請求項１２】
　前記疾患が、ＨＥＲ２／ＨＥＲ３ヘテロ二量体化の増加と関連がある、請求項９から１
１までのいずれか１項に記載の使用。
【請求項１３】
　前記疾患が、Ｐｌ3－キナーゼ、ｃ－ｊｕｎ－末端キナーゼ、ＡＫＴ、ＥＲＫ２及び／
又はＰＹＫ２の活性の増強と関連がある、請求項９から１２までのいずれか１項に記載の
使用。
【請求項１４】
　ハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ　ＡＣＣ　２５１７。
【請求項１５】
　ハイブリドーマ細胞系ＤＳＭ　ＡＣＣ　２５２７。
【請求項１６】
　請求項１４または１５の細胞系により産出された抗体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　従って、本発明は、有効剤として特異的タイプのＨＥＲ３活性阻害剤及び製薬的に認容
性の基材、希釈剤及び／又は佐剤を含有する製薬組成物に関する。本発明のＨＥＲ阻害剤
は、ＨＥＲ３への阻害剤の結合がＨＥＲ３媒介シグナル伝達を減弱させることを特徴とす
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る。態様の一つでは、ＨＥＲ３媒介シグナル伝達の減弱を、ＨＥＲ３のダウンレグレーシ
ョンにより引き起こしてもよく、細胞表面からのＨＥＲ３分子の少なくとも部分的な消失
を生じる。本発明のもう一つの態様では、ＨＥＲ３媒介シグナル伝達の減弱を、細胞表面
上のＨＥＲ３の実質的に不活性形、即ち安定化されてない形に比して低いシグナル伝達を
生じる形に安定化することによって引き起こすことができる。
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